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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ফੑのม化ʹண͠た
ফのޮతͳҡ࣋ཧʹ͚ͯ

 ਐาߥ A3A,I 4VTVNV

ٿ総߹工学専攻 ।ڭत
ࣾձγεςϜ学講座 ࠃ։ൃอશ工学領域

wফϒϩッΫでߏ成されるւ؛ɾߓߏのফ工のٺ化
がٸ速にਐߦしているঢ়گをؑΈ、ඞཁなফ性能のอ࣋の؍
点からҡ࣋ཧを͏ߦ手法をఏҊ。

wདྷऻするߴ࿘によるফ工のมܗと、มܗに͏ফ性能（ӽ
ྔおよͼ本ମߏに࡞用するྗ）のม化をదにධՁす
ることにより、ଟগのফ工のมܗがܹٸな性能Լに݁し
ないことを֬ೝ。

wසൟな点検ɾิमを͏ߦことが予算の࿘අにͭながͬていない
かを検ূ。

ফ、ফੑ、ӽ、ྗ、ҡ࣋ཧ

応用分野 ւ؛ࡂ、ҡ࣋ཧ

論文・解説等
[1] Araki, S., Kotake, Y., Kubota, S., et al., Journal of Coastal Research, SI 11�, 2021.
[2] อٱ，，ᬑߥ ɿా学会จूB2 (ւ؛工学), 7�(2), pp. I@79�-I@79�, 2019.
[�] ᖂ୩，খ，ߥɿ学会จूB� (ւ༸開発), 7�(2), I@917-I@922, 2019.

連絡先 URL https://SeseaSchmap.jp/SeaE00��762

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

άϦーンデόΠεΛ͘ੈ࣍
ಋମ࣮用ද໘のαΠエンε

༗അ ݈ଠ A3IMA ,eOUB

ཧ学ܥ専攻 ।ڭत
ਫ਼ີ工学講座 φϊՊ学領域 ࢁଜ研究室

次ੈ導ମද໘とӷ૬（し͘はؾ૬）との૬࡞ޓ用をݶۃϨ
ϕルでཧ解し、੍ޚすることをࢦす、ද໘Պ学のڀݚをਐΊて
い·す。これは、ະདྷのిࢠデόΠスの時にෆ可ܽなද໘
成プϩηス（ਫ਼ີՃ工、ચড়、成ບ、ϝッΩ など）のඈ༂తな
用した、ᶚ׆のエッνング現をح化をଅし·す。·た、新ߴ
元素から成るߴ性能φϊࡐ料の出や、新しい計測ɾධՁ手法
の開発にऔりΜでい·す。これらにより、Ϋリーンでշదな
エネルギー利用ࣾ会の実現にݙߩしたいと͑ߟてい·す。

ද໘Պֶ、ݻӷք໘応、ಋମϓϩηε、φϊΧーϘン、
৮ഔ化ֶ

応用分野 プϩηス࢈ɾエネルギーデόΠス、ද໘析、生ࢠి

論文・解説等
[1] J. Li, K. Arima�, et al., Phys Rev. B, 10� (2021) 2����� (9 pages).
[2] R. Mikurino, K. Arima�, et al., J. Phys. Chem. C, 12� (2020) 6121-6129.
[�] ༗അ݈ଠ、応用ཧ、�� (201�) 1009-1012.

連絡先 URL http://www-pm.pSec.eng.osaka-u.ac.jp/kenta@aSJma/JnEeY.html
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

・߫֎ॅのཧ・ӡӦͱॅݐށ
ͦΕΛ͑ࢧΔ人ʑ

ҏ୮ ֆඒࢠ I5AMI &NiLo

ٿ総߹工学専攻 ।ڭत
ਓؒ工学領域 ԣా研究室ࢢஙɾݐ σβΠϯ学講座ࢢஙɾݐ

ॅɾॅの良なॅ境の࣋ଓに向けたཧɾӡӦを͑ߟるた
Ίにڀݚをͬߦてい·す。
ॅཧにおいては、ॅ·い手と、ઃ計ऀɾ施工ऀ、専ࣝを࣋
ͭ第三ऀ、ۙྡॅຽといͬたਓ々のͭながりɾ関がॏཁͩと͑ߟ
てい·す。ͦれは、ιーシϟルɾΩϟϐλルとい͑るでしΐ͏。
·た、ਓޱのݮগɾྸߴ化、ۭ͖Ոの૿Ճ、施ઃのٺ化といͬた
՝を๊͑るܦߴ߫֎ॅでは、୭がどのよ͏にཧɾӡӦを
୲ͬてい͘のでしΐ͏か。Ҭॅຽͩけではな͘、開発ऀやݐங専
Ոॏཁなׂを୲͏と͑ߟてい·す。

ॅཧ、߫֎ॅ、ιーシϟル・Ωϟϐλル、ॅใ

応用分野 ॅɾݐஙɾࢢݐ、ࡦஙۀ࢈

論文・解説等
[1] ҏ୮ɾԣాɾҏ୮ɿ日本ݐங学会,ٕज़ใूࠂ,第2ר�,第70߸,1��2-1��7,2022
[2] ITAMIɿProceedings of International Conference of APPS,126-1�9,2022
[�] ҏ୮ɾԣాɾҏ୮ɿ日本ݐங学会, Ҭ施ઃ計ըڀݚ, Vol.�9, �2-�9, 2021

連絡先 URL http://www.aSch.eng.osaka-u.ac.jp/dlabo�/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ඍ生ޚ੍ू܈・デβΠン化ʹΑΔ
࢈ͼ༗Ձ生ٴড়化・อશڥ

Ҫ্ େհ I/0U& %BiTVLe

境エネルギー工学専攻 ।ڭत
工学領域 研究室ڥݍྉ学講座 ੜࡐɾݯࢿڥ

w ओにඍ生のଟ༷なँ機能を׆用した境ড়化ɾอશ、༗Ձ生࢈
にऔりΜでい·す。特に、తに応͡てඍ生ू܈を੍ޚɾデβΠ
ン化するٕज़の開発にྗしてい·す。

w 1,�-δΦΩαンなどの解性化学࣭をରとして、特घな解ە
による解機ߏのࢠϨϕルでの解໌や、ͦの解ەを׆用したコ
ストɾ境ෛՙなഇ水ॲཧٕज़の開発などをͬߦてい·す。

w Լ水ॲཧで発生するഇغで͋る༨ԚటをόΠΦ৮ഔとして׆用し、
ഇغόΠΦマスからϙリώドϩΩシアルカン酸（όΠΦプラݪ料）な
どの༗Ձを生࢈するٕज़を開発し、όΠΦαーΩュラーエコϊミー
出をࢦしてい·す。

ඍ生ػ、ඍ生ू܈デβΠン化、Լഉਫॲཧ、
࢈ড়化・อશ、༗Ձ生ڥ

応用分野 排水ɾഇغॲཧ、境ড়化、αーΩュラーエコϊミー

論文・解説等
[1] Inoue D. et al., Bioresour. Technol., ��6, 12��1� (2021)
[2] Inoue D. et al., J. Hazard. Mater., �1�, 12��97 (2021)
[�] Zhang Y. et al., Water Res., 1��, �27-��� (2019)

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/wb/Jkelab/
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ここがポイント！【研究内容】

/BϑϥοΫε๏・071& ๏ʹΑΔ
࣭ϫΠυギϟοϓಋମ݁থ技術ߴ

 ਖ਼ࠓ IMA/I4HI MBTBZVLi

तڭใ௨৴工学専攻 ।ࢠిؾి
ΤϨΫτϩχΫεࡐྉ講座 ϚςϦΞϧΠϊϕʔγϣϯ領域 研究室

化Ψリム（(a/）݁থは੨৭発ޫμΠΦードのࡐ料として
られてい·すが、次ੈパϫーデόΠスや次ੈ௨৴システム
のద用が期されてい·す。これらのデόΠスをීٴさͤるたΊ
には、(a/ ݁থのߴ࣭化ٴͼコスト化がඞཁです。我々は
ӷ૬法で͋る /a ϑラッΫス法を用い、ߴ࣭かͭେܘޱの (a/
݁থを成さͤるٕज़をཱ֬し·した。ۙではؾ૬法で͋る
071& 法とΈ߹Θͤ、(a/ Πンΰットの࡞をࢦしており·
す。·た、ಉ͘͡パϫー導ମࡐ料としてされている酸化Ψ
リム݁থの 071& 法によるߴ७化にऔりΜでおり·す。

݁থ、ϫΠυギϟοϓಋମ、ύϫーデόΠε、(B/、
化ΨϦϜࢎ

応用分野 ిྗม機ݻ、ثମޫݯ（-&%やϨーβー）、�(௨৴ٕज़

論文・解説等
[1] M. Imanishi et al., Cryst. Growth & Des. 17 (2017) ��06.
[2] M. Imanishi et al., Appl. Phys. Express 12 (2019) 0���0�.
[�] M. Imanishi et al., Appl. Phys. Express 1� (2020) 0���10.

連絡先 URL http://cSZstal.pwS.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

Ψεු༡๏Λ用͍たߴԹӷମの
ൺଌఆ技術の開発

େੴ ༎࣏ 0HI4HI YVKi

境エネルギー工学専攻 ।ڭत
ྉ工学領域 ໂా研究室ࡐΤωϧΪʔڥ ੜΤωϧΪʔγεςϜ学講座ڞ

のࡐԹӷମの性（೪性やද໘ுྗ、ൺ熱）は、૬స移熱ߴ
開発や炉৺༹༥ނࣄのシミュϨーションのたΊにඞཁとされ·
す。ߴԹӷମはҰൠతに反応性がߴいたΊにൺ熱測定がٕज़తに
、法のҰछで͋るΨスු༡法をϕースとしثでしたが、ແ༰ࠔ
Թӷମのൺ熱をඇ৮で測定するٕज़を開発し·した。ු༡しߴ
たମがྫྷ٫するࡍ、์ 射率とൺ熱の̎ͭがະパラϝーλです。
ͦこで、本手法では̎छྨのු༡Ψスを用いてࢼ料（2mm ఔ）
をු༡さͤ、̎छྨのྫྷۂ٫ઢをಘることで̎ͭのະパラϝー
λをܾ定し、ൺ熱を導出し·す。

๏ثԹӷମ、ൺଌఆ、ແ容ߴ

応用分野 熱ࡐ料開発、֩ 燃料

論文・解説等
[1] Yifan Sun, Hiroaki Muta, and Yuji Ohishi, Multiple-Gas Cooling Method for Constant-

Pressure Heat Capacity Measurement of Liquid Metals using Aerodynamic Levitator, 
Review of Scientific Instruments, DOI: 10.106�/�.00�����.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seems/seems/
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ここがポイント！【研究内容】

֊తܗଶ੍ޚʹΑΔ
ྉの開発ࡐిมੑߴ

উ山 ໜ ,A54UYAMA 4hiHeSV

マテリアル生࢈Պ学専攻 ।ڭत
工学領域 ాத研究室ޚྉΤωϧΪʔཧ工学講座 ք໘੍ࡐ

熱ిมࡐ料はࢲたͪの生׆およͼۀ࢈界で発生するഇ熱や自વ
界にଘ在するະ利用の熱をిؾエネルギーにมすることがで͖
るඇৗに境にやさしいࡐ料です。熱ిมࡐ料のߴ性能化には
େ͖なθーϕッΫ数とిؾ伝導率、およͼখさな熱伝導率とい
͏૬ໃ६する特性をཱ྆しなけれならないとい͏ඇৗにしい
をؚΜでい·すが、我々はݻମ化学およͼคٕۚज़をۦ
いスから݁থཻスέール·で෯ࢠݪをߏࡉ料のඍࡐして
έールにΘたͬてߴにܗଶ੍ޚすることによりߴ性能化をࢦ
したڀݚにऔりΜでい·す。

ిมࡐྉ、ݻମ化ֶ、คۚ、ম݁ମ、ηϥミοΫε

応用分野 エネルギー関࿈、ϢϏΩλスデόΠス

論文・解説等
[1] S.Katsuyama et al., J. Alloys and Comp., �60, 17919(2021).
[2] S.Katsuyama et al., J. Elec. Mat., ��, �2�7(2019).
[�] উ山ໜ、日本熱ి学会(2016)22、(2)�1、ࢽ.

連絡先 URL http://www.mms.eng.osaka-u.ac.jp/couSse/couSse0�.html

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

লエネルギーͰ $0� Λݯࢿ࠶化͢Δ
ֵ৽తφϊߏ৮ഔの開発

ℬݪ ହོ ,U8AHA3A YBTVUBLB

マテリアル生࢈Պ学専攻 ।ڭत
Լ研究室ࢁ ྉཧԽ学領域ࡐ ྉΤωϧΪʔཧ工学講座ࡐ

ٿԹஆ化をഎܠに $02 排出ྔのେ෯なݮがٻΊられてい·
す。ͦのたΊ、$02 を素ݯࢿとଊ͑てճऩし、༗用࣭とม
するٕज़の開発がඞཁです。我々は、ഇ熱が利用可能なԹで
 $02 を工ۀతに༗用な $0 やϝλϊールにม可能な৮ഔを開
発してい·す。さらにこの৮ഔは、ޫとిࢠの૬࡞ޓ用にͮجい
てޫをエネルギーݯとして利用し、反応をଅਐすること可能で
す。ۀ࢈排熱やଠཅޫの利用とΈ߹Θͤることで、$02 をলエ
ネルギーで༗用࣭とมするたΊのΫリーン৮ഔٕज़の開発
にΜでい·す。

�ମ৮ഔ、ޫ৮ഔ、$0ݻ 、มݯࢿ化、エネルギーݯࢿ࠶
॥ݯࢿ

応用分野 $02ճऩ利用、ݯࢿエネルギー、ੴ༉化学

論文・解説等
[1] Y. Kuwahara et al., Chem. Sci. 12 (2021) 9902.
[2] H. Ge, Y. Kuwahara, et al., J. Mater. Chem. A 9 (2021) 1��9�.
[�] Y. Kuwahara et al., Green Chem. 22 (2020) �7�9.

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp1/.411-)ome+.htm
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ここがポイント！【研究内容】

շదͰলエネルギーͳۭௐ・ࣜํؾの
ઃٴܭͼੑධՁํ๏

খྛ  ,0#AYA4HI 5oNohiSo

ٿ総߹工学専攻 ।ڭत
工学領域ڥࢢஙɾݐ σβΠϯ学講座ࢢஙɾݐ

ࢦ素ࣾ会をޙࠓはࡦஙのӡ用におけるলエネルギーରݐ
す্でのඞਢ߲のҰͭですが、ͦれはऀॅډのշద性や݈߁を
֬อした্でのରࡦがେલఏと͑ݴ·す。我々は特にݐஙのۭؾ
境ɾ熱境ɾۭௐઃඋシステムにয点を当て、ݐஙۭ間におけ
るཧ境やエネルギーޮ率にՃ͑てਓの৺ཧɾ生ཧ反応·でを
෯͘औりѻͬてい·す。·た、ݐங境のকདྷతなઃ計ٕ
ज़開発にͭながるڀݚૅجから実ݐをରとしたۀاとのڞಉ
。ѻͬてい·す͘で෯·ڀݚ

লエネルギー、շదੑ、ࣗવؾ、ۭௐ・ؾઃඋ

応用分野 ۭ、関࿈ࢢஙɾݐ ௐ機ث関࿈

論文・解説等
[1] T. Kobayashi et al., Building and Environment, Vol.11�，pp.2�1-26�，2017.�
[2] খྛɿ日本ݐங学会境ܥจू，第7�1，ר��߸，pp.7�9-7�9，201�.9
[�] খྛ΄かɿ日本ݐங学会境ܥจू, 第ר��, 第772߸, pp.�6�-�7�, 2020.6

連絡先 URL http://www.aSch.eng.osaka-u.ac.jp/dlabo�/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ਫ਼ີのͮ Γ͘技術開発ͱ
ಋମج൘・9 ઢޫֶ素ࢠの応用

ٱ野 ହࠤ 4A/0 YBTVhiTB

ཧ学ܥ専攻 ।ڭत
ਫ਼ີ工学講座 ਫ਼ີՃ工領域

w ϝカニカルにるのではな͘έミカルにࡐ料をআڈするμϝーδϑ
リーՃ工ٕज़の開発

w プラズマ発ۃଟిܕঢ়मਖ਼Ճ工が可能なマトリッΫスܗ能率にҰׅߴ
生ஔの開発

w 水ͩけでࢠݪϨϕルでฏらなද໘にݚຏ可能な৮ഔද໘ج४エッνン
グ ($"3&) 法の実用化ڀݚ

w 9 ઢ݁থޫ素ࢠのߴѹྗプラズマエッνング (1$7.) によるແ化ɾ
性能化ߴ

w ଛࣦパϫーデόΠスのたΊの 4J$ 速プラズマエッνンߴ൘ج
グٕज़の開発、々

ਫ਼ີՃ、େؾѹϓϥζϚ、μϝーδϑϦー、
ϫΠυギϟοϓಋମ、9 ઢ݁থ分ޫث

応用分野 生ٕ࢈ज़、パϫーデόΠス、9ઢޫ学

論文・解説等
[1] Y. Sano et al., Rev. Sci. Instrum. 92 (2021) 12�107.
[2] S. Matsumura et al., Optics Express. 2� (2020) 2�706.
[�] Y. Sano et al., ECS J. Solid State Sci. Technol. 10 (2021) 01�00�.

連絡先 URL http://www-up.pSec.eng.osaka-u.ac.jp/
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ここがポイント！【研究内容】

ෳ߹化技術ʹΑΔଟྨւ༸
生分解ੑϓϥενοΫの開発

ঃ ဋጽ YV ʵ I HTV

応用化学専攻 ।ڭत
࣭ػԽ学講座 ߴࡐࢠྉԽ学領域 Ӊࢁ研究室

ଟྨのデンプン、ඍ生࢈生ϙリエステルといͬたւ༸生解
性プラスνッΫに、ϙリೕ酸のւ༸で生解しない生解性プ
ラスνッΫとϑΟラー（ηルϩースφϊϑΝΠόー、酸カルシ
ム）をෳ߹化するٕज़を開発し、ւ༸生解性プラスνッΫに
実用త性を༩する。ϑΟラーのද໘म০によりプラスνッΫ
தのϑΟラーのߴࢄを実現し、生解性プラスνッΫの性を
改ળする。ෳ߹ࡐ料のւ༸生解性をධՁし、ෳ߹ࡐ料の成と
の関࿈を໌らかにする。さらにෳ߹ࡐ料のԡ出成ܗ、射出成ܗを
検討し、実用త成ٕܗज़を開発する。

ւ༸生分解ੑϓϥενοΫ、ϙϦೕࢎ、ηルϩーεφϊϑΝΠ
όー、炭ࢎΧルシϜ、ෳ߹ߴ分ࢠ

応用分野 แࡐ料、化হ༰ث、ҩྍ用

論文・解説等
[1] Raghav Soni et al., Polym. Degrad. Stab., 2020, 177, 10916�.
[2] Yuxiang Jia et al., Degrad. Stab., 2020, 177, 109197.
[�] Toshiki Tamiya, Yu-I Hsu, et al., Ind. Eng. Chem. Res., 2020, �9, �0, 1��9�.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/duZamaken/JnEeY.htmlɹɹɹ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

εϥϦーΛ用͍た応༌ૹܗͱ
エネルギーデόΠεのػ発ݱ

ླ ਸ߂ 4U;U,I 5BLBhiSo

機械工学専攻 講師
熱流動態学講座 ΤωϧΪʔԠ༌ૹ学領域 ౡ研究室

燃料ిや二次ిなどのエネルギーデόΠスではスラリーから
ですが、ैདྷはࡐがॏཁ部（反応༌ૹ）ۃి࣭成されるଟܗ
。されて͖·した࡞によりޡࡨߦࢼ
wిۃスラリーにࢄされたࡐ料ঢ়ଶの定ྔతධՁ手法のཱ֬
w ଟۃి࣭をܗ成するඇ定ৗաఔのͦの計測とシミュϨーション
wిߏۃධՁおよͼ反応༌ૹ現のͦの計測ɾ解析
これらのڀݚを௨͡て、ඇ定ৗɾଟࢄɾೱްなスラリーからଟ
成ฒͼにエネルギーデόΠスの機能発現·でܗ反応༌ૹの࣭
のϝカニズム解໌とߴ機能化のたΊのઃ計ɾ࡞ࢦఏҊをਐΊ
てい·す。

೩ྉి、ଟ࣭、εϥϦー、ͦのܭଌ、ඍࡉՃ

応用分野 エネルギーデόΠス開発、スラリープϩηス

論文・解説等
[1] T. Suzuki et al., J. Therm. Sci. Technol., 16, 20-002�9 (2021).
[2] T. Suzuki et al., J. Electrochem. Soc., 167, 12��19 (2020).
[�] T. Suzuki et al., Int. J. Hydrogen Energy, �6, 12�61r9 (2011).

連絡先 URL http://www-ene.mech.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ҟछݩ素Λଟྔʹ༹͢ݻΔ $B�4J0� Թ૬のߴ
ಛҟͳ݁থߏの解ੳͱઃܭ

ླ لݡ 4U;U,I MBTBOoSi

マテリアル生࢈Պ学専攻 ।ڭत
工学領域 ాத研究室ޚྉΤωϧΪʔཧ工学講座 ք໘੍ࡐ

w మ߯プϩηスで༹༥スラグதにথ出し、ҟछ元素（リン , 1）をߴ
ೱに༹ݻするЋʵ $a24J0� 化߹の݁থߏとথ出աఔを、์射ޫ
を用いたߴԹͦの 9 ઢճંによͬて解析している。

w さらに、第Ұݪཧおよͼࢠ動ྗ学（.%）計算によͬて、ҟछ元素を
。ているͬߦஔシミュϨーションをࢠݪしたЋ૬化߹の༹ݻ

w Ћʵ $a24J0� ҟछ元素が༹ݻすると、ࢠݪஔが自発తにෆنଇ化
することによͬて、݁থߏを҆定化さͤることがΘかͬた。この
を可能とするЋ૬化༹ݻを応用し、リンҎ֎に༷々なҟछ元素のݟ
߹のߏઃ計と࡞をࢼΈている。

、解ੳߏԹͦのߴ、ମ༹ݻ化ࢎ、॥ݯࢿ
ଇ化نෆߏ

応用分野 మ߯プϩηス（ߴリン化）、改࣭、༗Ձݯࢿճऩ、ഇغԚછ水のড়化（ॏۚଐআڈ）、

論文・解説等
[1] M. Suzuki, N. Umesaki, Y. Ishii : J. Am. Ceram. Soc., Vol.10� (2021), DOI:10.1111/jace.1�096.
[2] M. Suzuki, H. Serizawa, N. Umesaki: ISIJ Int., Vol.60 (2020), 276�.
[�] M. Suzuki, S. Nakano, H. Serizawa, N. Umesaki: ISIJ Int., Vol.60 (2020), 1127.

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp2/.412-)ome+.htm

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ଟޫىྭࢠաఔΛ用͍た
ಋମのඇഁյධՁ技術ੈ࣍

୩ ஐ೭ 5A/I,A8A 5oNoZVLi

तڭใ௨৴工学専攻 ।ࢠిؾి
ΤϨΫτϩχΫεσόΠε講座 ྔࢠϑΥτχΫε領域 ยཽࢁೋ研究室

(a/ や 4J$ などをは͡Ίとした次ੈ導ମを用いたデόΠス
がエϨΫトϩニΫスۀ࢈にීٴされるたΊには、݁থܽؕのཧ解
がۃΊてॏཁです。ࢼ料にパルスϨーβをর射すると、݁থ
の性に༝དྷしたඇઢޫܗ学現がىこり·す。この現をܦて
์出されるޫを検出することで、݁থをഁյすることなܽؕ͘の
三次元Πϝーδングが可能となり·す。؍されたܽؕの三次元
૾にはݻ༗の性࣭が現れており、ܽ ؕछのࣝผやྨが可能です。
本ٕज़により次ੈ導ମのࡐ料開発をඈ༂తにՃ速さͤること
がで͖·す。

ଟޫݦࢠඍڸ、݁থ、݁থܽؕ、ੈ࣍ಋମ、
ධՁ技術

応用分野 次ੈ導ମ開発、パϫーデόΠス、Ϩーβ

論文・解説等
[1] M. Tsukakoshi, T. Tanikawa, et al., Appl. Phys. Express 1� (2021) 0���0�.
[2] T. Tanikawa et al., Appl. Phys. Express 11 (201�) 0�100�.
[�] ୩ଞ，応用ཧ �9 (2020) �2�.

連絡先 URL http://www.Roe.eeJ.eng.osaka-u.ac.jp
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

αΠόーϑΟδΧルシεςϜʹ
ର͢Δ解ੳͱ੍ޚ

ຊ फڮ HA4HIM050 ,B[VNVOe

ใ௨৴工学専攻 講師ࢠిؾి
Ҫ研究室ߴ 工学講座 ΠϯςϦδΣϯτγεςϜ領域ޚγεςϜɾ੍ ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి

ཧ（ϑΟδカル）システムとใ（αΠόー）システムとがີ
に݁߹し、ใのやりऔりを͏ߦシステムをʮαΠόーϑΟδカ
ルシステムʯとݴい·す。ࢲはओにαΠόーϑΟδカルシステム
にରする解析と੍ޚを、੍ޚཧɾ計算機Պ学ɾ機械学शなどに
てい·す。۩ମతには、ཧシステムのৼるいをよͬߦ͖ͮج
りগないデーλ数で学शし੍ޚするলリιースかͭޮߴ率な੍ޚ
のઃ計や、ཧシステムが҆શ性といͬたॴのࡦͼ௨৴ํٴ
༷をຬたしているかど͏かの検ূアルΰリズムの開発をͬߦてい
·す。

αΠόーϑΟδΧルシεςϜ、੍ػࢉܭ、ֶޚՊֶ、ػցֶश

応用分野 自動ӡస、ϩボテΟΫス、ηΩュリテΟ

論文・解説等
[1] K. Hashimoto, Y. Yoshimura, T. Ushio, IEEE Transactions on Cybernetics, 2021
[2] K. Hashimoto, D. V. Dimarogonas, IEEE Transactions on Automatic Control, 2020
[�] K. Hashimoto, S. Adachi, D. V. Dimarogonas, IEEE Transactions on Automatic Control, 201�

連絡先 URL https://sJtes.google.com/WJew/ka[umunehashJmoto/�&�����9#�&�����#$�&�����"0 authuseS�0

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

エネルギーシεςϜྗࢠݪੈ࣍
ʹ͓͚Δӷମۚଐڍ動ʹؔ͢Δڀݚ

ൕ ӳೋ H0A4HI &iKi

境エネルギー工学専攻 ।ڭत
工学領域 ൕ研究室ࢠΤωϧΪʔ工学講座 γεςϜྔࢠྔ

w ֩༥߹炉開発にඞཁなࡐ料ڀݚやがΜྍ࣏に利用可能なՃ速ثத性ࢠ
においてϏームλーήットとなるӷମリνム噴流の伝熱流動に関ݯ
するڀݚ

w ֩༥߹炉内機ثのද໘ۚଐで͋るλングステンがߴ熱ෛՙをडけた
時に生͡る૬ม化を͏伝熱流動に関するڀݚ

w 新しい֩༥߹炉内機ثで͋るӷମۚଐμΠόーλやӷମۚଐϒラン
έットなどの開発に向けた࣓ڧ境Լにおけるӷମۚଐのి࣓流ମ
తڍ動に関するڀݚ

w ۚଐの༹༥જ熱や༹༥ޙのର流ڍ動といͬた૬ม化とӷମۚଐのߴい
伝熱性能を利用した新しいྫྷ٫システムの֓೦に関するڀݚ

ӷମۚଐ、༹༥ۚଐʢ૬ม化ʣ、ి࣓ྲྀମ、֩༥߹、
૿৩ߴ

応用分野 、ҩྍྗࢠݪ

論文・解説等
[1] E. Hoashi et al., Fusion Eng. Des., 160(2020) 111��2.
[2] E. Hoashi et al., Fusion Eng. Des., 1�6, Part A(201�) ��0-��6.
[�] E. Hoashi et al., Int. J. Heat Mass Tran., �6(21) (200�) �0��-�09�.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seesR/seesR/
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ここがポイント！【研究内容】

άϦーン೩ྉΛ用͍た೩মシεςϜ
ʹ͓͚Δ解ੳख๏の開発

ງ ࢘ H03I 5TVLBTB

機械工学専攻 講師
熱流動態学講座 燃焼工学領域 赤松研究室

カーボンニュートラルの実現に向け、再生可能エネルギーから生
成されるグリーン燃料（水素、アンモニア、eFuel）の燃焼利用
が検討されている。我々はグリーン燃料の燃焼を素反応により計
算する手法を開発し、噴霧、すす、輻射、プラズマ、点火、伝熱、
境界移動などのモデルを導入した三次元数値解析コードを開発し
た。さらに、計算手法の改良やスパコンにより実用時間で燃焼率
やエミッションを予測することに成功した。現在、当該コードを
用いて、グリーン燃料を利用した新燃焼システムの燃焼解析を実
施し、実機開発を支援している。

೩ম、解ੳ、応ߏػ、άϦーン೩ྉ、ΞンモχΞ

応用分野 燃焼炉、自動車用内燃機関

論文・解説等
[1] Hori, T. et al., Proceedings of COMODIA, B107(2017).
[2] 秋山，堀，赤松ら，二段燃焼を用いたアンモニア燃焼炉のNOx排出特性におよぼす

酸化剤流速の影響，日本機械学会 関西支部第96期定時総会講演会(2021).
連絡先 URL http://www-combu.mech.eng.osaka-u.ac.jp

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

脱炭素化のための
民生部門エネルギー需要モデル開発

山口 容平 YAMAGUCHI Yohei

境エネルギー工学専攻 ।ڭत
 ΤωϧΪʔγεςϜ領域 Լా研究室ࢢੜΤωϧΪʔγεςϜ学講座 ڞ

w素化のたΊには、ରٕࡦज़の໌ࣔ、ٕज़導入のޮՌの定ྔ
化、ٻΊられるݮ水४に応͡たબࢶを໌֬化がॏཁです。

wলエネルギーやエネルギーཧのϙテンシϟルはେ͖いです
が、総ମをとら͑るのはしい。これを実現するたΊに、ຽ生
Ոఉɾۀ部をରとして、コンϐューλ্でエネルギーध
ཁがܗ成されるߏを再現し、ٕज़બやਓのߦ動のモデリン
グをؚΊ、エネルギーधཁをਪ計するモデルを開発してい·す。

wলエネルギー、再生可能エネルギー、ి化、ిؾ自動車ओཁ
ٕज़をؚΊた素シφリΦを開発してい·す。

脱炭素化、エネルギー需要シミュレーション、技術選択、
人行動

応用分野 素化、エネルギーࡦ

論文・解説等
[1] Yamaguchi, Y., ଞ�໊, Applied Energy, 2022� �0�: 117907.
[2] Perwez U., Yamaguchi Y., ଞ�໊, Applied Energy, 2022� �2�: 119��6
[�] Li Y., Yamaguchi Y., Shimoda Y., J Build Perform Simul, 2022�1�:2�7r�06.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeue/seeue/
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ここがポイント！【研究内容】

ΞΫςΟϏςΟΛ͑ࢧ༠発͢Δ࡞ڥΓͱ
たΓલΛܧଓͤ͞ΔϑΝシϦςΟ・Ϛネδϝンτ

एຊ ਔ 8A,AM050 ,B[VhiUo

境エネルギー工学専攻 ।ڭत
 σβΠϯ学領域 ᖒ研究室ڥࢢσβΠϯ学講座 ڥੜڞ

施ઃのҡ࣋ཧ、改म、ߋ新、再ฤにऔりΜでい·す。これらに
は、現ঢ়Ѳや期తなࢹ点をͬ࣋て計ըするٕज़、ステーΫϗル
μーのҙݟをҾ͖出し、ٞ し、·とΊていٕ͘ज़がඞཁとなり·す。
こ͏したٕज़を、実ફを௨͡てਂΊたいと͑ߟてい·す。
ٞのٕज़はさ·͟·なで׆用で͖るので、ϑューνϟーɾデ
βΠンڀݚ、ମܕݧ学शや৬һݚमのプϩグラム開発でଞのڀݚ
ऀとڠಇしてい·す。
·た、ݐங計ըに関するݟを生かし、ߦの؍ܠ·ͪͮ͘り、ެ
。にऔりΜでい·すݙߩઃ計ըでࣾ会ݐ施ઃのڞ

Ճࢀ民ࢢ、؍ܠ、ը、ϑΝシϦςΟ・Ϛネδϝンτܭஙݐ

応用分野 施ઃ܈の改मɾߋ新ɾ再ฤ、؍ܠ·ͪͮ り͘、߹ҙܗ成、ϫーΫショップ

論文・解説等
[1] େࡕେ学େ学Ӄ工学ڀݚՊΩϟンパスのϑΝシリテΟɾマネδϝントに関するҰ࿈のऔ
[2] ফࢢݟจ化ܳ能ܶ、新ཱࢢॴ、ຳ໘ࢢସɾ再ฤ支援（௩ݐஙのݐڞެ

ମ੍ݟし、ଞଟ数）
連絡先 URL




